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《自立支援教室「あけもどろ学級」》 

自己を見つめ、よりよい自己決定ができる生徒の育成 
～生徒の実態に即した SEL と多様な体験活動を通して～ 

 

那覇市立若狭小学校教諭 平山 育代    

〈研究の概要〉 

今年度の自立支援教室「あけもどろ学級」には， 10 名の生徒が入級している。あけ

もどろ学級を担当し不登校生徒と関わる中で，自分のことを決めることができない生徒

やコミュニケーションをとることが苦手な生徒など，自己肯定感が低いと感じた。その

中でも，「自己理解力」「自己決定力」に課題があると考える。また，学校の様々な体験

活動に参加することが難しいため，様々な体験活動に不安を感じ戸惑い挑戦することが

できない。  

本研究では，社会的自立に向けて SEL 活動を取り入れ，自己を見つめ，自分で考え決

める体験を多くすることで，生徒が安心して自己決定を行い，活動に参加することで，

個々の自己肯定感を高めていけるよう支援を行った。また，生徒の興味や特性に応じた

体験活動や交流体験を通して，様々な経験を積むことや他者と関わる機会を設定した。 

その結果，生徒が自己を知り，他者と関わることが楽しいと感じることができ，スモ

ールステップで成功体験を積み重ねることで「自己理解力」「自己決定力」を育むこと

ができ，自己肯定を高めることができたと考える。 

 

〈研究のイメージ〉  
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《教育相談 自立支援教室「あけもどろ学級」》  

自己を見つめ、よりよい自己決定ができる生徒の育成 
～生徒の実態に即した SEL と多様な体験活動を通して～ 

 

那覇市立若狭小学校教諭 平山 育代   

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

近年，子ども達を取り巻く環境が大きく変化する中，子どもの多様化が進み，様々な

困難や課題を抱える児童生徒が増えている。そこで学校教育には，子どもの発達や教育

的ニーズを踏まえつつ，個々の実態にあった教育が求められている。しかし，不登校の

数はまだ増加傾向であり，不登校の要因は多岐にわたっている。その中で，「不登校児童

生徒について把握した事実」（那覇市）のデータで１番多いのが，「学校生活に対してや

る気が出ない」が 16.6％，次に，「生活リズムの不調」が 16.0％，「学業不振や頻繁な宿

題の未提出」が 12.0％，「不安・抑うつ」が 11.1％であった。そこで，不登校児童生徒

には，安心して学ぶ場の提供と人と関わる場が必要であると感じた。  

那覇市では，心理的・情緒的不安が原因で登校できない子ども達に安心できる居場所

を与え，自主性や社会性の育成と人間関係の改善を図り，社会的自立を促進するために，

教育委員会教育相談課に自立支援教室「あけもどろ学級」を設置している。  

私が受け持った学級にも，不登校になった児童がおり，本人に聞くと，「なぜ行けなく

なったのか原因がわからない」や，「友達と上手く付き合えない」と言う児童がいた。自

分が何をしたいのか，自分がどうしたいのかなどの自分を知ることへの課題があると感

じた。そこで，社会生活に必要な今の自分を知る「自己理解力」や自分でよりよい選択

ができる「自己決定力」が必要であると考える。 

不登校児童生徒は，社会的自立に向けた学びと，環境づくりが大切である。児童生徒

が自己をみつめ，自己をコントロールし，他者との交流から，対人関係を築くことが課

題であると感じる。そのため，これからの時代を生きていく上で必要不可欠である非認

知能力を育むことが一層必要になってくる。個々の実態に応じた支援を行うと共に，一

人一人が非認知能力を高めれば，安心して未来に向けての選択へとつながると考える。  

また，不登校生徒と関わる中で，自己決定の経験が少ない・できないと感じた。人と

関わることが少ない・体験活動経験が少ないことで，何に困っているのか・何をしたい

のかなど自分で決めることができない。こうした状況を踏まえ，様々な体験を通して人

と関わり，何がしたいのか，自分で何をするのかを考えるような活動を取り入れること

が大切であると捉える。 

以上のことから，本研究では２つの方策に取り組む。１つ目は，生徒の特性に応じた

ソーシャル・エモーショナル・ラーニング（以下 SEL と表記）を取り入れ，自己を見つ

める活動をしたり，他者と関わる機会を設定したりすることで社会的自立を養う。２つ

目は，職場体験や，農業体験，様々な体験活動から生徒が安心して活動を行うことで，

多くの人と関わりを持ち，自己決定を行うができるよう支援を行う。このことを受けて

支援の工夫を行うことで，不登校生徒が「自己理解力」と「自己決定力」を育むことが

できるだろうと考え，本テーマを設定した。  
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Ⅱ 研究目標 

  自己を見つめ，よりよい自己決定ができる生徒を育成するために，実態に即した SEL

や多様な体験活動などの実践を通して研究する。  

Ⅲ 研究仮説 

 １ 基本仮説 

生徒が自分と向き合う活動において，個々の実態に応じた SEL や，多様な体験活動

を行うことによって，社会的自立につながるであろう。 

 ２ 作業仮説 

   (1）実態に応じた自己を見つめる活動において，自分自身の感情や理解を図る SEL を 

取り入れることで，「自己理解力」を高めることができるであろう。 

(2) 体験活動に取り組む過程において，個に応じて関わり，活動のイメージをもたせ  

ることで，「自己決定力」を高めることができるであろう。  

 

Ⅳ 研究構想図 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 研究内容と方法 

１ よりよい自己決定ができる生徒の育成 

生徒指導提要（2022）１.１.２ 生徒指導の実践上の視点 (3)自己決定の場の提供 に

は，「児童生徒が自己指導能力を獲得するには，（中略）自ら考え，選択し，決定する

（中略）体験が何より重要」とある。自己指導能力とは，自分で考える・判断する・

選ぶ・決めることで自分の意思で行動することである。児童生徒の自己指導能力を育

本研究でめざす生徒像 
自己を知り，社会へ踏み出すことができる生徒  

研究テーマ 
自己を見つめ，よりよい自己決定ができる生徒の育成 

～生徒の実態に即した SEL と多様な体験活動を通して～  

基本仮説 
 生徒が自分と向き合う活動において，個々の実態に応じた SEL や，多様な体験活動を
行うことによって，社会的自立につながるであろう。  

作業仮説(1) 
実態に応じた自己を見つめる活

動において，自分自身の感情や理
解を図る SEL を取り入れること
で，「自己理解力」を高めることが
できるであろう。  

作業仮説(2) 
体験活動に取り組む過程において，

個に応じて関わり，活動のイメージを
もたせることで，「自己決定力」を高め
ることができるであろう。  

生徒の実態・ニーズ 
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子どもの自己決定を

大切にしようとする

大人の姿勢  
自分で  

考える  

判断する  

選ぶ   

決める  

むために集団生活の中で“自己決定”の体験を積み重ねる“自己決定の場の提供”が

必要不可欠であると考える。しかし，自己決定の場だけを提供しても，不登校生徒は

とまどい決めることができない。春日井（2022）は，「自己決定をするために大切なこ

とは，自己決定を促す教員（大人）との関係性ができていること。そして，自己決定

の場が安心できること」と述べている。また，「子どもの自己決定のために『日常生活

の中での小さな自己決定＋大人の応援』が大切になる。」とある。「『大人の応援』の『応

援』とは生徒の自己決定を支えるための大人の関わりのこと」とある。さらに，「伝え

る前に『聴く』ことから始める。その子自身の思いや願いを大事にして関わること」

とある（図１）。そして，「提案するときは，その子の思いを丁寧に確かめながら関わ

る。児童生徒が自分で選んだり，決めたりできる提案の工夫をすること。また，児童

生徒が選択した『思い』を否定せず受け止めること。そのために，教師（大人）が焦

らないで自分自身で考える時間をつくる（待つ）ことが大切である」とある。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図１  子どもの“自己決定”のために（春日井氏の「不登校の理解と支援講座」を参考に筆者作成）  

 

２ 社会性と感情を育む学び 

(1) 社会性と感情を育てる重要性 

山田(2020)によると，「長年，子どもの対人関係能力の低下や未熟さが指摘されて  

いる。背景には，子どもを取り巻く環境の変化や，社会性を身に付ける機会が減少  

していることが挙げられる。」と述べている。家庭内に目を向けると，核家族化や共  

働き世帯が多くになっていることから，学校から帰宅した子どもが１人で過ごす時  

間が少なくない。また，友達と過ごしていても，背中を合わせてゲームをしている  

状況が見られる。そして，「キレる」子どもや，「相談しない・できない」子どもも  

増えている。感情のコントロールが上手く出来なかったり，感情を過度に抑制しす  

ぎたりしていると考える。相手の気持ちを適切に認識することが難しくなっていて， 

状況把握が難しいため，その後の対応策を考えることができなくなってしまってい  

ると推測する。どのように相談したらいいのかわからないといった，自分の気持ち  

を伝えることへの課題もある。不登校児童生徒の多くは，自分の気持ちが分からな  

いや，どう表現したらいいのかわからないと言ったことが挙げられる。自分の感情  

を理解し，どうしたいのかを自分で考え，伝えたり，行動に移したりすることがこ  

れからの時代には必要不可欠であると考える。 

自己決定  
小さな  

個の思いを  

聴く  

個の思いを  

大事に関わる  

個の思いを  

受け止める  
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(2) 社会性と感情を育む学び（ SEL）について 

    ソーシャル・エモーショナル・ラーニングとは（Social Emotional Learning）：

社会性と情動の学習（以下 SEL とする）である。「SEL」は「自己の捉え方と他者と

の関わり方を基盤とした，社会性（対人関係）に関するスキル，態度，価値観を身

に付ける学習」（小泉，2011）と呼ばれる心理教育プログラムの総称である。 

山田(2020)は，「不登校の要因の中で，自己肯定感の低下や子どもの対人関係能力

の低下や未熟さが指摘されている。そこには対人関係能力を含めた社会性を身に付

ける機会が減少していることが挙げられる。また，悩みや不安を話せなくなり不登

校になるケースもある。」と述べている。生徒指導提要 1.3.3 ガイダンスとカウン

セリングで「場合によっては，社会性の発達を支援するプログラム（ソーシャル・

スキル・トレーニングやソーシャル・エモーショナル・ラーニング等）などを実施

します。」と示されている。そこで，「社会性」と「感情」を育むために，SEL を取り

入れ「自己理解力」と「自己決定力」を高めたい。 

あけもどろ学級の生徒と関わる中で，自分の思いや考えを上手く伝えることがで  

きないことや，他者とコミュニケーションをとることが苦手で，他者に関心がなく，

生徒同士の関わりがないことが課題と感じた。また，不登校児童生徒に共通してい

るのが，自分の気持ちを言葉にできない・相談できないことであると感じた。そこ

で，SEL で身に付けたい「社会能力」のうち，あけもどろ学級の生徒は，特に「自己

理解力」と「自己決定力」を身に付けることが，社会的自立への一歩につながると

考える（表１）。あけもどろ学級の活動の中で， SEL を取り入れ，「自分と向き合う

力」を育む。自己の感情を言葉にすることが難しいため，ワークシートに何をした

いのか，今感じていること，どう感じたのかなどの感情を書いて，「自分の気持ち」

を意識することから始める。  

表１  SEL で育成を目指す５つの社会能力  小泉（ 2024）を参考に筆者作成  

自己理解力  

自己への気づき  
他者理解力  

他者への気づき  
自己コ ン ト ロ ー ル 力  対人関係力  

対人関係  
自己決定力  

責任ある意思  

自分自身の  
感 情 や 能 力 に つ
いて理解する力  

他人の感情や  
立場を理解し，多
様 な 人 が い る こ
と を 認 識 で き る
力  

 目 標 達 成 に 向
け て 自 分 を コ ン
トロールし，失敗
や 挫 折 を 乗 り 越
え て 取 り 組 も う
とする力  

周 囲 と の 人 間
関係において，健
全 で 協 力 的 な 人
間関係を築き，維
持する力  

選択肢を吟味
し，他者の考え
を尊重しつつ，
責任を持って自
己決定する力  

(3) 自立支援教室「あけもどろ学級」の活動  

    あけもどろ学級は，月曜日から金曜日まで活動を行っている。朝の会では，それ

ぞれが今日のめあてを決めて，個人日誌に記入し「自己理解力」を身に付ける(図２)。

リラックスタイムでは，カードゲームやボードゲーム等を通して学級の生徒とコミ

ュニケーションをとる。スタディタイムでは，その日の学習内容を自分で決めて，

学校の課題や自主学習，読書等の学習に取り組むことで「自己決定力」を身に付け

る。帰りの会では，それぞれが１日の振り返りを行い，がんばったことや出来たこ

と等を記入することで「自己理解力」を身に付ける。また，毎週木曜日は，教育相

談課に通っている児童生徒と一緒にバドミントンや卓球等の様々なスポーツ活動  
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を行っている。あけもどろ学級以外  

の児童生徒と関わり，小集団で活動 

することで「自己理解力」を身に付け  

る。金曜日は，チャレンジ登校とし， 

学校へチャレンジして登校してみ  

る。行けそうにないなら，あけもどろ  

で活動を行う。自分でどうしたいか 

を決める機会を多く持ち，「自己決定 

力」を高めていく。  

 

３ 職場体験を通して 

文部科学省 キャリア教育 中学校 

職場体験ガイド 第１章 職場体験の基  

本的な考え方  ⒉職場体験の必要性に  

は，「職場体験には，生徒が直接働く人  

と接することにより，実際的な知識や  

技術・技能に触れることを通して，学ぶ  

ことの意義や働くことの意義を理解  

し，生きることの尊さを実感させるこ  

とが求められている。 

また，生徒が主体的に進路を選択決定する態度や意思，意欲などを培うことのでき  

る教育活動として，重要な意味を持っている。」と示されている。（3）職場体験の教育  

的意義の中の，⒉新たな自分を発見する場では，「生徒が自己の個性や適性を把握し自  

己理解を深めていく上で，様々な体験・経験を積み重ねることは，（中略）自分が役立  

つ存在であることを知ることができたり，自己の新たな可能性を見出したりする場合  

も少なくない。(以下略)」と示されている。そこで，職場体験を行い体験や経験を積 

み重ねることで，自分が何をしたいのか等を決める「自己決定力」を高めることがで  

きると考える。 

 

Ⅵ 結果と考察  

１ あけもどろ学級の生徒について 

   今年度，あけもどろ学級には 10 名の生徒が入級している。その内９名が中学３年

生と言うこともあり１学期は，生徒一人一人とコミュニケーションを取るために，ゲ

ームなどを取り入れ，実態把握を行った。２学期は，進路の関係もあり自己決定がで

きるよう関わりを持った。今年度，半数の生徒が 10 月以降に入級。よって，５月ま

でに入級した生徒を中心に事例を抽出する。 

２ 作業仮説(1)の検証 

実態に応じた自己を見つめる活動において，自分自身の感情や理解を図る SEL を取り

入れることで，「自己理解力」を高めることができるであろう。  

 

図２  個人日誌  

何をするのか  

（自己決定力）  

〇の中に気持ちマ

ーク（自己理解力） 

 

自己理解力  

自分の気持ちを言葉にしてみよう（ 気持ちマーク）☺  

あけもどろ学級  個人日誌  

令和   年   月   日   曜日  

今日の感想！！教えて～

☺ 

とてもいい

感じ

 

大丈 夫  

OK 
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【結果】  

あけもどろ学級では，朝の会で，日誌を記入し，今日 

のめあてを自分で考え何を学習するのかなどを決める。  

帰りは今日の気持ちやできるようになったことを振り返 

ることで自己理解力を高めることができた(図３)。毎週 

木曜日に実施している相談チームとのスポーツ活動に参 

加し，同年代の生徒との関わりを楽しむことができ，そ 

の後の振り返りをみんなの前で発表することができた。 

また，９月 24 日(水)から 26 日(金)に行われた，教育支  

援センター等連絡協議会主催のいきいき自然体験キャ  

ンプに生徒３名が参加した。２泊３日，他の自治体の自  

立支援教室の生徒と宿泊をし，様々な活動を共に，交流 

を行った。いきいき自然体験キャンプ前は，不安もあっ  

たようだが，A さんから「去年は先輩が色々と教えてく 

れたから，今年は自分が教えてあげたい。」と自分で考  

えて主体的に行動することができた。自分から積極的に 

話をすることはほとんどなかったが，他の教室の生徒が関わってくれたことで，同年 

代の友だちと関わることが楽しむ姿が見られた（図４）。また，他の教室の小学校５年  

生の児童のお世話をする姿が見られた。  

表２  A さんの実態と目標 

生徒  実態  目標  

A さん (中３ ) 
〔入級：５月初
旬〕  

・小６夏休みから別室登校を経て不登校。  
・主たる理由：不安等情緒的混乱。  
・前年度定期テストは学校の別室で受験。  
 行事は見学。  

・学校行事になるべく参加する。  
・コミュニケーション力を身に付けた

い。  
・自分の意見を伝えられるようにした   
 い。  

表３  A さんの事例  

A さんの様子  教師の手立て  

 
・自分の思いや考えを伝えることが苦手。  
・質問しても頷いたり首を傾げたりする。  
・嫌な時や，できない時は固まってしまう。  
・表情が変わらない。  
・生徒同士のコミュニケーションを取れない。  
・大勢の人がいる場所が苦手。  
・登校は，金曜日のチャレンジ登校とテスト。  
・気持ちが伝えられず，その場で固まる。  
・登校時は，別室での活動のみ。  

 
・日々の活動で，選択肢をいくつか用意し，自  

分で決める体験をつくった。  
・振り返りを書く際に，昨日の日誌を読み返し， 

昨日の自分と比べ自分を知ることを行う。  
・振り返りを書くときに，「今日は〇〇をとても  

頑張っていたね」など本人ができるようにな
ったことを伝えた。      

・活動する際に固まって動けなくなった時は，
本人が考える時間をつくり待って，聞く。             

 

【A さんの振り返り】入級して変わったこと  

・「週１回学校へ行く」「コミュニケーションを取る」という   

 目標を立てることができた。                    

・学校で行われる漢字検定を受けるために，午後まで学校に  

残りみんなと同じ教室で試験を受けることができた。  

・様々な交流会に参加することができた。 

・初めての人とも交流することができた。 

 

  

 

図４  渡嘉敷キャンプの様子  

 

図３  個人日誌の記入の様子  
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【A さんの変容】 

・朝の会で，今日のめあてを自分で決めて取り組むことができた。  

・めあてや振り返りを，みんなの前で発表することができた。  

・学校からの課題に取り組む際，自分で計画を立て，提出期限内に提出することができた。  

・生徒同士が関わる機会を設けたことで，笑顔が増え，感情を言葉や表情で表すことが  

できるようになってきた。  

・苦手なことや改善したいことを目標にして頑張った自分を認めることができた。  

・集団の中で，自分から動くことが苦手だったが，何をしたいのかを自分から伝えること  

 ができるようになった。  

【考察】  

日誌の中にめあてや振り返りを取り入れたり，何をするのかを自分で計画を立てたり  

したことで，自分の思いや考えを表現できるようになった。その際，自分が何をしたい  

のか，何ができるのかを知ることで，自分で考え行動することができるようになったと  

捉えられる。活動後も，どう感じたのかを書くことで「自己理解」に繋がったと考える。 

教師が個の実態を理解し，声掛けを行うことで，自分の今の気持ちを少しずつ考えるよ 

うになり，様々な活動を「楽しみ」「またやってみたい」と思えるようになったと捉えら  

れる。他の生徒との関わりにも興味を持ち，なかなか自分から交流できなかった生徒が  

交流を楽しめる姿が見られた。事前に活動内容を伝えたことで，実際にやってみると「思  

っていたよりも楽しめた」「自分にもできた」と感じ達成感を味わうことができ「自己理  

解力」が身に付き，苦手な活動にもチャレンジしてみようという前向きな姿勢が見られ  

るようになったと考える。 

３ 作業仮説(2)の検証 

体験活動に取り組む過程において，個に応じて関わり，活動のイメージを持たせるこ

とで，「自己決定力」を高めることができるであろう。  

【結果】  

  スポーツ交流会では，五色綱引きでのチームの作戦タイム 

後に，他の教室の生徒と話をしながら，作戦を実行していた。 

体験活動交流会では，自分の好きな体験活動に参加し，様々  

な体験活動を他の教室の児童生徒と，作品を作り交流を楽し 

むことができた。活動展示報告会では自分たちの作品を展示  

し，大勢の前で学級の様子を紹介することができた。 

また，場体験などの活動を４回実施した。県立美術館では， 

学芸員さんからサービスの仕方や仕事を体験させてもらっ 

た（図５）。こども園では，初めは園児との関わりに戸惑って  

いたが，教師が声をかけ，困った様子がみられると「どうし  

たの？」と寄り添い，「担任の先生に質問してみたら」と声を  

かけるなど，どのように関わるかを自分自身で考えて，園児 

と楽しく活動している姿が見られた（図６）。 

 

 

 

 

 

図６  職場体験の様子  

（こども園にて） 

図５  職場体験での活動の様子  

 

 

 

図３  職場体験の様子（こども
園にて）  



- 88 - 

 

表４  B さんの実態と目標  
生徒  実態  目標  

B さん (中３ ) 
〔 入 級 ： ５ 月 上
旬〕  

・小６教室に馴染めず別室登校，中 1 別室登校経  
 て夏頃から不登校。集団，学習に抵抗あり。  
・主たる理由：身体の不調。  
・前年度英語のみ定期テストを別室受験。  

・学校の課題をやる。  
・英語検定を受ける。  
・生活リズムを整え，集団行動で

きるようにしたい。  

 
表５  B さんの事例  

B さんの様子  教師の手立て  
 
・入級当初は，集団や活動などに強い抵抗を示す。  
・大人数が苦手で，活動に参加することに抵抗を示す。  
・学校の課題は好きな教科以外，ほとんど取り組んでいな

い。  
・相手の気持ちを考えての発言が苦手で，自分の考えを一

方的に伝える場面も見られる。  
・学校はチャレンジ登校日の午後に登校。学級担任との会

話はなく，学級担任とは，必要なこと以外は話をしない。 
・自分のがんばりに自信が持てない。  
 

 
・初めての活動の不安が強いため，前年

度の写真を見せ，何が不安なのかを聞
き，どうするかを一緒に考える。         

・学校の課題を「今日はどこまでする」 
と本人の思いを聞き、自分で決めるよ  
うに声をかける。  

・できたことに対して否定的な言葉を使  
うので教師から肯定的な言葉を使い  
出来たことを褒める。     

 

【B さんの振り返り】入級して変わったこと  

・あけもどろ学級の行事やスポーツ等の活動に参加することがで  

きるようになった。  

・最初の時よりも，楽しんで活動に参加できるようになった。  

・休まずに来所することができるようになった。 

・学校の課題に取り組むことができるようになった。 

・活動に参加する前は嫌な気持ちだけど，参加したら「楽しい」 

気持ちに変わった。  

【B さんの変容】  

・集団活動に参加することを拒否しなくなった。 

・活動に参加した後，否定的な言葉ではなく「楽しかった」など肯定的な言葉を言うよう  

になった。 

・学校からの課題に抵抗なく，自分で計画を立て，提出期限内に提出することができた。  

・週１回登校することができ，課題に自分から取り組むことができるようになってきた。  

・苦手なことや改善したいことを目標にして頑張った自分を認めることができた。  

・できるようになった自分を認め，肯定的な言葉が増えてきた。  

【考察】  

様々な体験活動を行った際に，個に応じた関わりや声掛けを行ったことで，自分の思  

いや考えを表現できるようになったと考える。また，体験活動や交流活動前に話を聞い  

て活動のイメージを伝え，体験を繰り返し行うことで，自分で決めることが少しずつ自 

信につながり，活動や他者との関わりを「楽しみ」「またやってみたい」と思えるように  

なったと捉える。さらに，他の生徒との関わりにも興味を持つことができたことから，  

「自己決定力」が身に付いたと考える。その際，緊張から「嫌だ」と思いながら活動に  

参加していたが，実際にやってみると達成感を味わうことができたことで「自己決定力」 

が身に付き，苦手な活動にもチャレンジしてみようという前向きな姿勢が見られるよう  

になったと捉えられる。 
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  表６  C さんの実態と目標 

生徒  実態  目標  

C さん (中３ )  
〔入級：５月中旬〕 

・小６の１月頃から不登校。  

・主たる理由：集団が苦手。休んだら行けなくなっ

た。  

・前年度定期テストは学校の別室で受験。  

・自分で帰宅できるようにした

い。  

・週１回登校。テストを受ける。 

・コミュニケーションをとる  

 
表７  C さんの事例  

C さんの様子  教師の手立て  
 
・自分の考えや思いを伝えることが苦手。  
・質問しても頷いたり首を横にかしげたりする。  
・返事をするときは「忘れた」「覚えてない」又は，

単語で答える。  
・表情が変わらない。  
・登校時は、別室だけでの活動。  

 
・質問をする際，「なぜ？」と考えを伝えるよう

な質問にした。         
・体験活動をする際，「〇〇さんと一緒にやって  

みて」と他者と関わるような場をつくった。  
・活動するときに、「次はどうしたい？」と自己  

決定ができるようにあせらず待つことを意識
した。  

  

【C さんの振り返り】入級して変わったこと  

・合唱コンクールや運動会などの学校行事の見学ができた。  

・学校の別室で，生徒同士でコミュニケーションをとること  

ができた。 

・学校行事以外でも，他の教室の生徒と交流し楽しめるよう  

 になった。  

・自分の意見を少しずつ伝えたり，表現できたりすることができるようになった。  

【C さんの変容】  

・自分一人の活動から，友だちと一緒にやることが増えてきた。  

・学校行事活動に参加できるようになり，感想を伝えることができるようになった。  

・交流会では，他の教室の生徒と話し合いを通して，楽しく活動することができるように  

なった（図７）。 

・ゲームなどの交流する場を設け，担当から声掛けや関わり方などコミュニケーションを  

 多く取り入れたことで自分の感情を表に出すことができるようになった（図８）。 

【結果】 

人と関わることが苦手で自分の気持ちが上手く表現  

できない生徒に，声掛けを意識して関わったことで，  

『自分で決める』ことができ，やってみたいことが増  

え挑戦することができた。生徒が何に困っているのか， 

どのような関わりが必要かアセスメントし，生徒がイ 

メージを持ち安心して活動に参加できた。振り返りで  

は，「体験活動でたくさんのことを学ぶことができた」 

や「苦手なことに挑戦することができた」と肯定的な言  

葉を書いていた。また，人と関わることが苦手な生徒が交流活動で他の教室の生徒と楽  

しく活動する姿が見られた。これまでテストと面談以外で登校することがなかった生徒  

が「学校の別室で〇〇さんと卓球した。」と同級生と交流したことを話してくれた。あけ  

もどろ学級でのゲームなどでも，感情をほとんど見せない生徒が笑顔で「よっし」と声 

に出して気持ちを表現していた。  

 

 

 

図７  スポーツ交流会の様子  
（沖支援連連絡協議会主催）  
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【考察】  

体験活動を行う際に，個に応じて関わり，話を聞き寄 

り添ったことで，安心して自己決定し活動に参加する  

ことができたと考える。これまで学校行事に強い抵抗  

があった生徒が「見学できた」と自分の頑張りを認める  

ことができたことで，自己決定力や自己肯定感が高ま  

ったと捉えられる。また，生徒の振り返りから，肯定 

的な言葉が増え，自分で決めるなどの自己決定力がつ 

いてきたと考える。自分で決める経験を何度も行い，成功体験を繰り返すことで，「自己  

決定力」を高めることができたと考える。  

 入級生に「あけもどろに入級して自分自身は変わったと思いますか」の質問では，全  

員が「はい」と回答したことから，多様な体験活動を取り入れたことで，他者と関わり， 

目標を立て，多くの人との交流を通して自分の考えを持ち，どの行動するかを決めるこ  

とができたと考える。  

自分のことを知ることで，何が好きで何が嫌なのか。どんな時に，気持ちが落ちてし  

まうのか。その時に，どんな行動をとると良いのかを決めることができるようになった 

と考える。また，出来なくても，教師が声をかけて，前と今を比べできるようになった  

ことを伝えると，表情が明るくなり，次に進むことができたと捉えられる。 

 

Ⅶ 成果と課題 

 １ 成果 

(1）SEL を取り入れたことで，自分が出来ること苦手なことを知り「自己理解力」  

  が高まった。  

(2)「自己決定」ができるようにするために，個に応じた声掛けや，関わりを行い自 

己決定を促すことで，自分の立てた目標を達成する喜びを味わうことができた。 

 ２ 課題 

(1) SEL を行う際に，自分の気持ちを言葉にすることが難しい生徒に対して，言葉や 

絵文字以外の表現方法を準備しておくことが必要。 

(2)「自己決定力」を高めるために，個に応じた選択肢をいくつか準備しておくこと 

  が必要。 
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図８  渡嘉敷キャンプで別教室の  
生徒と交流する様子  


